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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■各地で「国際平和デー」記念行事が開催されました（2021年9月21日） 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

国連では、毎年9月21日を「国際平和デー」と定め、世界の停戦と非暴力の日として、この日一日敵対行
為をやめるよう呼び掛けています。平和首長会議においても「国際平和デー」の趣旨に賛同し、全ての加盟
都市に記念行事の開催を呼び掛けたところ、この呼び掛けに応じて、世界各地の加盟都市で記念行事が開
催されました。 

 
⚫ 広島市 (広島県) 

広島市では、被爆者団体の代表者や核兵器禁止条約の早期締結を求める署名活動をしている高校生等
を含む約10名が記念行事に参加しました。参加者は「核兵器廃絶に向け平和への潮流を広げよう！」という
平和首長会議の横断幕を掲げ、原爆死没者慰霊碑に黙とうを捧げるとともに、「平和の鐘」を鳴らし、核兵器
廃絶と世界恒久平和の実現を祈念しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜＜今号の内容＞＞ 

◆各地で「国際平和デー」記念行事が開催されました(2021年9月21日) 

◆加盟都市の活動紹介 

◆「平和首長会議インターンシップ」への加盟都市からの参加者を募集します 

◆未加盟都市への呼び掛けに関する好事例を紹介します！ 

◆平和首長会議加盟自治体数: 165か国・地域 8,047自治体 

◆平和首長会議行動計画に掲げる取組の実施にご協力ください 

◆平和を希求する心を育てる取組の好事例を募集しています 

◆被爆樹木二世の苗木の配付事業のご案内 

◆長崎大学核兵器廃絶研究センターから：2021年版「世界の核物質データ」ポスター解説① 

◆ヒロシマ発平和関連ニュース（中国新聞社ヒロシマ平和メディアセンター提供記事） 

◆広島被爆者7団体が実施する「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」について 

2021 年 10 月 / 第 142 号   

     

平和首長会議加盟都市数 

165 か国・地域 8,047 自治体 

加盟都市数 10,000 都市を 

目指しています！ 
 

日本国内加盟自治体数：1,734 
  

（2021 年 10 月 1 日現在） 

 

 

平和首長会議の最新ニュースはこちらでチェック！ 
ウェブサイト： 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/index.html 
フェイスブック： 

https://www.facebook.com/mayorsforpeace 
ツイッター： 

https://twitter.com/Mayors4Peace 

「いいね！」をお待ちしています。 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/index.html
https://www.facebook.com/mayorsforpeace
https://twitter.com/Mayors4Peace
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⚫ 浦安市 （千葉県) 
 浦安市では、9月21日に世界の恒久平和を願い、市内で「国際平和デー」の記念行事を行いました。この日
は、午後0時30分に、市内にある大蓮寺やホテル、各小・中学校、高校において、平和の鐘を鳴らし、市民の
方に、平和について考えていただくよう呼び掛けました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⚫ イラク ハラブジャ市 
 ハラブジャ市は、イラクのクルディスタン議会から「平和の首都」に認定された2015年以降、毎年、国際平
和デーに記念行事を開催しています。今年の記念行事では、同市のクウェスタン・アクレム市長がスピーチ
を行ったほか、ISISとの戦闘により父親を失った子どもたちが特別ゲストとして招かれ、虹色で平和の象徴で
ある鳩を描きました。最後に、市長から子どもたちへ記念品が贈呈されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⚫ フランス カリエール・スー・ポワシー市 

カリエール・スー・ポワシー市及び周辺の2都市では、市民団体「平和運動」の呼び掛けにより、国際平和
デーに地域内の46の小学校と幼稚園で、子ども向けの平和イベントが開催されました。子どもたちは平和を
テーマに絵を描き、折り紙で鶴を折ったほか、折り鶴をオーナメントにして木に飾りつけました。このイベント
で子どもたちが折った鶴は、今後広島市に贈られる予定です。 
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⚫ フランス マラコフ市 
マラコフ市では、「PLACP：平和文化のための地域アクションプログラム」の一環として、平和団体やアーテ

ィストと共に、平和イベントを開催しました。今年は国際平和デーを中心に10日間にかけて、市民の参加を得
ながら様々な記念イベントが行われました。講演会や朗読、映画上映のほか、市役所前広場を取り巻く「平
和の木」が植えられた小さな公園へと人々を導く取組「平和の道しるべ」などです。この取組では、アーティス
トや市民が道端の綱や鉄格子にリボン・折り鶴・メッセージを結び、核兵器に反対するポスターや子どもの平
和の絵を飾ったほか、アーティストが道路に描いた鳩を中心に大人や子どもがメッセージや絵を描きました。 
来年は更にたくさんの千羽鶴や地上絵で市民の関心を高めたいと考えています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
⚫ 英国 オールダム市 
 オールダム市には、長年にわたり平和促進に取り組む小学校があります。この学校はこれまで、広島の子
どもたちと折り鶴を贈り合ったり、被爆者が同市内で植えた被爆樹木の種子から育てられた苗木第一号を受
け取ったりするなど、広島とのつながりを深めてきました。今年の国際平和デーには、こうした広島との絆を
祝う記念行事を開催し、350名の児童と30人の職員及び市長等来賓が参加しました。新型コロナの感染拡
大以降、初めての学校行事となりました。子どもたちは校訓である「May Peace Prevail on Earth(世界が平和
でありますように)」をテーマとする平和の歌を披露したほか、鳩の形のショートブレッド作り、ピクニックや平
和への祈りなど様々な方法を通じて平和について考えを深め、充実した1日を過ごしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4 

 

 
⚫ アルゼンチン マルコス・パス市 
 マルコス・パス市は国際平和デーの記念行事において、核兵器廃絶と人類の平和な共生を目指すため、
市が今年2月に平和首長会議に加盟したことを発表しました。同市のリカルド・クルチェット市長は、「人類は
過ちから学び、その過ちを繰り返してはなりません。平和と人類の団結・共生のために努めなければならな
いのです。」と宣言し、同市にとって平和首長会議加盟は名誉で喜ばしいことであると述べました。行事には、
在アルゼンチン日本国大使館の公使参事官と現地日系人会も出席しました。 
 

 
 

 

 

⚫ カナダ モントリオール市 
モントリオール市は、共生社会の実現を目標に、広く啓発活動に取り組んでいます。今年9月には、地元を

拠点とする慈善団体「共生社会を育む平和ネットワーク」との連携の下、国際平和デーを中心に様々なイベ
ントを開催しました。7回目の開催となる今回の一連のイベントのテーマは、「不平等をなくすために行動しよ
う」です。初日のオープニングセレモニー終了後、先住民族との和解を議題にしたパネルディスカッションが
開かれました。その後、2週間にわたって、多様性の受入れと包摂性ある社会の確立に向けた、50以上の地
域活動を展開しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

各地において様々な形で国際平和デー記念行事を開催いただき、ありがとうございました。 
上記の事例を参考に、各自治体において平和の取組を広げていただければ幸いです。 
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■加盟都市の活動紹介 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

⚫ 千葉県匝瑳
そ う さ

市 

匝瑳市では、核兵器の廃絶と世界の恒久平和を目指して、2006年（平成18年6月）に「平和都市宣言」を行
いました。この宣言を具現化するため、様々な事業を展開し、市民の平和意識の醸成を図っています。 

2020年（令和2年）5月から6月にかけて、平和都市宣言に基づく平和事業の一環として、広島の被爆アオ
ギリ二世の苗木を市内の全ての小学校に植樹しました。被爆アオギリ二世について、次世代を担う児童・生
徒に広く周知し、平和を希求する心を育むことを目的としています。 

本市は今後も、平和であることの尊さをアピールし、恒久平和を願う人々の輪を広げていくため、平和事
業に取り組んで参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

被爆樹木二世の苗木の配付申請はこちらから（平和首長会議ウェブサイト）： 
http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_tree.html 
 
 
 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■「平和首長会議インターンシップ」への加盟都市からの参加者を募集します 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

平和首長会議事務局では、今年7月の第12回理事会で決定した行動計画に基づき、各加盟都市の今後
の平和推進事業の充実に役立てていただくために、若手職員等をインターンとして招へいすることとしていま
す。 

 
今年度の国内加盟都市を対象としたインターンシップへの参加者を募集しますので、参加を希望される方

は、平和首長会議情報システムの掲示板から募集要領をご覧のうえ、必要書類をメールで提出してください。 
 
 
 

・実 施 日：令和4年1月26日（水）～28日（金） 
・内 容：平和首長会議の取組や被爆の実相についての学習、平和推進事業の企画立案等 

・募集人員：10名程度 

・申込期限：令和3年11月30日（火） 

・募集要項：https://www.mfpinfosys.org/ （平和首長会議情報システム→掲示板） 
・問合せ先：平和首長会議事務局 

             電話: 082-242-7821 
             Email: mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 
 

 
 
 

写真提供：千葉県匝瑳市 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_tree.html
https://www.mfpinfosys.org/
https://www.mfpinfosys.org/
mailto:mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■未加盟都市への呼び掛けに関する好事例を紹介します！ 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

平和首長会議では、「核兵器のない世界」の実現に向けた更なる国際世論の醸成・拡大を目的に、10,000
都市加盟を目指しています。 

加盟都市の拡大の取組をより一層推進するため、未加盟都市への呼び掛けにより加盟につながった好
事例を紹介します。 

 

 

 

◆スペイン・グラノラーズ市の活動紹介 

(報告者：Helena Aranda Mayor氏 グラノラーズ市職員) 
 

グラノラーズ市のマヨラル市長と市職員は、折に触れて
平和首長会議への加盟や核兵器禁止条約への支持を呼
び掛けています。この数か月間、マヨラル市長はカタルーニ
ャ州内の自治体首長たちに個別に電話をかけ、核兵器の
脅威を認識し、被害を受けた人々や地域と連帯し、各自治
体の議会においてスペイン政府に対して核兵器禁止条約
への署名・批准を呼び掛ける決議を採択するよう要請して
きました。これまでにカタルーニャ州内の59の自治体とバル
セロナ県議会がこの決議を採択しています。これらの都市
の人口を合わせると、州の総人口の半数以上に上ります。 
 

 

 

 

本コーナーで紹介する事例を参考に、姉妹・友好都市等交流関係のある未加盟都市に是非加盟の働き
掛けをお願いします。呼び掛けの際にご活用いただける加盟要請書類(10か国語)は以下からダウンロード
できます。 

 

加盟要請書類一式 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/aboutus/join.html#section01 
 

事務局では、未加盟都市への呼び掛けに関する好事例を随時募集します。他都市の参考になるよう、メ
ールマガジンでご紹介しますので、皆さまからの情報提供をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マヨラル市長（右から二人目） 

写真提供：グラノラーズ市 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/aboutus/join.html#section01
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■平和首長会議加盟自治体数: 165 か国・地域 8,047 自治体 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10月1日付で、2自治体が加盟し、加盟自治体数は8,047となりました。加盟促進に関する皆様のご協力に

心から感謝申し上げます。新たに加盟した国・地域と内訳は以下のとおりです。 

 
 

10月1日付新規加盟自治体一覧(PDF) 
http://www.mayorsforpeace.org/data/03_newmembers/2021/newmembers2110_jp.pdf 
 

加盟都市数一覧(国・地域別) (PDF) 
http://www.mayorsforpeace.org/data/01_monthly_updating/07_membership_by_country_jp.pdf 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国名 
新規加盟 

都市名 
合計 備考 

ドイツ アルンスベルク 722 
副会長都市及びリーダー都市のハノーバー
市の呼び掛けにより加盟。 

スペイン 
サン・ビセンス・ダルス・
オルツ 

396 
副会長都市及びリーダー都市のグラノラー
ズ市の呼び掛けにより加盟。 

http://www.mayorsforpeace.org/data/03_newmembers/2021/newmembers2110_jp.pdf
http://www.mayorsforpeace.org/data/01_monthly_updating/07_membership_by_country_jp.pdf
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■平和首長会議行動計画に掲げる取組の実施にご協力ください 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

今年7月にオンラインで開催した第12回平和首長会議理事会において、「平和首長会議行動計画（2021年
-2025年）」が策定されました。この行動計画に掲げられた、世界恒久平和の実現に向けた取組の推進にご
協力ください。 

 

「平和首長会議行動計画（2021年－2025年）」（PDF）： 
http://www.mayorsforpeace.org/jp/conferences/executive/data/12th_ec/PX_Vision_Action_Plan_jp.pdf 
 

行動計画に基づく取組（平和首長会議ウェブサイト）： 
http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives.html 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

＜＜貴自治体の平和活動の情報をお知らせください＞＞ 

平和首長会議事務局では、上記の行動計画に盛り込まれている平和教育や平和文化等に関する行事等の
情報を募集しています。平和首長会議ウェブサイトの「加盟都市の活動」コーナーでご紹介します。特に、次
代の平和活動を担う青少年の育成に関する事業や、「平和文化の振興」に寄与する活動について、ご報告
いただけますと幸いです。 
 
是非、短文のご報告（最大400字程度）を写真とともに、平和首長会議事務局までお寄せください。 

Email: mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和首長会議原爆ポスター展を 

開催しましょう 

「核兵器禁止条約」の 

早期締結を求める署名活動に 

取り組んでください 

 

「広島・長崎講座」の普及に 

ご協力ください 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/conferences/executive/data/12th_ec/PX_Vision_Action_Plan_jp.pdf
http://www.mayorsforpeace.org/jp/conferences/executive/data/12th_ec/PX_Vision_Action_Plan_jp.pdf
http://www.mayorsforpeace.org/jp/conferences/executive/data/12th_ec/PX_Vision_Action_Plan_jp.pdf
http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives.html
mailto:mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp
http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_poster.html
http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_poster.html
http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_petition.html
http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_petition.html
http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_petition.html
http://www.mayorsforpeace.org/jp/hnpc/hnpc_top.htm
http://www.mayorsforpeace.org/jp/hnpc/hnpc_top.htm
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■平和を希求する心を育てる取組の好事例を募集しています 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

平和首長会議事務局では、自治体、学校、NGO等、様々な実施主体による平和教育の取組事例を「平和

首長会議ニュース」やウェブサイトで紹介することにより、そうした活動の広がりを促進していくため、各加盟

都市において実施されている平和を希求する心を育てる取組の好事例を募集しています。 

 

これまでにお寄せいただいた取組事例をウェブサイトに掲載しています。他都市の事例を参考にして、よ

り多くの都市に平和教育の取組を広げていただければ幸いです。 

 

平和を希求する心を育てる取組の好事例の紹介コーナー（平和首長会議ウェブサイト）： 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_edu_examples.html 

 

また、事例募集は引き続き行っておりますので、随時情報提供をお願いいたします。いただいた取組事例

は随時ウェブサイトでご紹介する予定です。 

 

▼書類提出・問い合わせ先： 

Email: mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 

TEL: 082-242-7821 FAX: 082-242-7452 

 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■被爆樹木二世の苗木の配付事業のご案内 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 平和首長会議では、行動計画に沿った取組として、被爆樹木二世の苗木
の配付を行っています。小・中学校の平和学習での活用や公共施設の改
修にあわせた記念植樹など、平和のシンボルである被爆樹木二世の育成
を通じて、市民の平和意識の醸成に取り組んでいただきますよう、ご検討を
お願いします。 
 

今年度においても、すでに多くの加盟都市から配付の申請をいただい
ております。ありがとうございます。引き続き申請を受け付けております
ので、是非ご検討いただければ幸いです。なお、この事業は、通年で行っ
ているため特に申請期限はありません。 

 
また、被爆樹木二世を活用した取組（植樹式や啓発活動を行ったり、

平和教育の教材として活用した例など）がありましたら、是非事務局にご
報告ください。このメールマガジンや、平和首長会議ウェブサイトの「加盟
都市の活動」コーナーでご紹介します。 

 

▼Email: mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 

▼TEL: 082-242-7821 FAX: 082-242-7452 

 

被爆樹木二世の苗木の配付申請書、事業紹介パンフレット印刷用データ等のダウンロード： 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_tree.html 

 
 
 
 
 
 

被爆樹木二世の苗木を 

育ててください 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_edu_examples.html
mailto:mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp
mailto:mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp
http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_tree.html
http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_tree.html
http://www.mayorsforpeace.org/jp/vision/initiatives_tree.html
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■長崎大学核兵器廃絶研究センターから： 
2021年版「世界の核物質データ」ポスター解説① 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
前回まで4回にわたり、「世界の核弾頭データ」ポスターを解説してきました。今

回からは数回にわたって、「世界の核物質データ」ポスターについて紹介したいと
思います。 

 
RECNAでは、2015年から、核兵器廃絶長崎連絡協議会（PCU-NC）の協力のも

と、核兵器に使われる恐れのある核物質（高濃縮ウラン・分離プルトニウム）の量
を保有国別・目的別にわかりやすく図示したポスターを作成しています。 

 
2019年末現在、世界には、軍事用、非軍事用（※）あわせて、1,330トンの高濃

縮ウランと538トンの分離プルトニウムが存在しています。この状況をわかりやす
く示すために、ポスターでは、高濃縮ウランとプルトニウムの量を、76年前の広島
と長崎に使用された原爆に換算してグラフにしました。広島原爆には64㎏の高濃
縮ウラン、長崎原爆には6㎏のプルトニウムが含まれていたと想定されています。
したがって、世界の核物質は、広島原爆・長崎原爆に換算すると、それぞれ
20,820発分、89,650発分ですので、合計すれば優に11万発を超える分量であるこ
とがわかります（実際には不確定要素が大きく、あくまで概算値です）。 

 
世界の核弾頭は推定13,410発ですから、計算上は、既に存在している核弾頭を何倍にもすることができる

のです。もちろん、技術が進んだ現在では、76年前よりもっと少ない量の核物質で原爆製造が可能です。国
際原子力機関（IAEA）は、25㎏のウラン235あるいは8㎏のプルトニウムがあれば1発の爆縮型核兵器が製
造できるとしています。 

 
ポスターのもととなった詳細なデータは、https://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/fmsで公開しています。

さらに詳しい内容を知りたい方はそちらをご覧ください。 
 

 

※軍事用／非軍事用の高濃縮ウラン： 

    軍事用は核兵器に使用する目的、または原子力推進軍艦の原子炉燃料に用いられる高濃
縮ウランのこと。非軍事用は研究・試験炉の燃料中の高濃縮ウランや、軍事目的としては余
剰とされた高濃縮ウランのこと。 

 

軍事用／非軍事用の分離プルトニウム： 

軍事用は核兵器に使用する目的のプルトニウムのこと。非軍事用は軍事用でない原子炉の
使用済み核燃料から分離したプルトニウムのこと、および兵器用としては余剰と公表された
プルトニウムのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/fms
https://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/fms
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■ヒロシマ発平和関連ニュース (連載第 84 回) 
[中国新聞社ヒロシマ平和メディアセンター提供記事]  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

10月4日、被爆地の広島が地盤の衆院議員、岸田文雄氏が第100代首相に選出されました。「核兵器なき
世界」の実現を唱え、「核軍縮はライフワーク」と述べるトップの誕生に、今後への期待が膨らみました。同時
に、核抑止力に安全保障を依存する政策を堅持している現状で、どこまで具体的なことができるのか、という
声も上がっています。 

 
まずもっての試金石は、来年3月に予定されている核兵器禁止条約の記念すべき第一回締約国会議です。

日本政府は2017年の条約交渉会議に不参加でした。岸田首相はその時の外相です。今年1月に条約が発
効して以降も、条約への署名や批准はしない、という日本の方針は変わっていません。条約締約国でなくて
も「オブザーバー参加」は可能であることから、何らかの形での出席を強く望む声が被爆地から上がっていま
す。カナダ在住の被爆者サーロー節子さんと、核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）のベアトリス・フィン事務
局長はそれぞれ岸田首相に向けて、オーストリア・ウィーンの会議場で「お会いできることを楽しみにしてい
る」といった内容の手紙を出しました。現時点で条約に入っていないスイスとスウェーデンがオブザーバー参
加を表明していると言われています。「唯一の戦争被爆国」の対応に、引き続き注目したいものです。 

 
 
関連記事は次のアドレスで読めます。 

 
被爆地の首相 今後に注目 ICAN「指導力に期待」 被爆者ら「存在感示して」 
https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=110146 
 
鎮魂の薪能 爆心地から配信 大島さん意気込み 11月15日 原爆ドーム隣接地 
https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=109819 
 
平和願う砂紋 全米から動画 被爆者・田中さんがデザイン 22日 枯れ山水庭園など１４ヵ所 
https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=109505 
 
核兵器廃絶へ思い新た 赤十字国際委のサビオ駐日代表 広島訪問 被爆者の切明さんと交流 
https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=108828 
 
「黒い雨」の苦難 映像作品に 広島経済大生3人 湯来住民に密着 「戦争や被爆 一緒に考えたい」 
https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=108820 
 
被爆遺構の施設着工 平和公園内 広島市、来春公開へ 
https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=108774 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=110146
https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=109819
https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=109505
https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=108828
https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=108820
https://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=108774
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■広島被爆者7団体が実施する「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」 
について 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

核兵器禁止条約は今年1月22日に発効し、現在56か国が批准しています。日本政府の署名・批准は、平
和首長会議が目指す「核保有国を始め全ての国がこの条約に参加」するための道づくりとなるものです。 

 
広島被爆者7団体が推進する「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」にご協力ください。 

 

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」署名用紙 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/whatsnew/news/data/2021/syomei.pdf 
 
 
 
 
＊＊＊このメールマガジンに関するご意見、お問合せ等は下記までご連絡ください＊＊＊ 
 
平和首長会議事務局 
 
〒730-0811 広島市中区中島町 1-5 
（公財）広島平和文化センター 平和首長会議運営課 
TEL: 082-242-7821 FAX: 082-242-7452  
Email: mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 
 

 

平和首長会議メールマガジンの最新号やバックナンバーは、次のアドレスからご覧いただけます。 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/statements/newsflash.html 
 
【平和首長会議公式ＳＮＳアカウント】 
 
〈ツイッター〉                       〈フェイスブック〉  
https://twitter.com/Mayors4Peace         https://www.facebook.com/mayorsforpeace 

 
 
フォロー、拡散、「いいね」、コメントをお願いします！ 

http://www.mayorsforpeace.org/jp/whatsnew/news/data/2021/syomei.pdf
mailto:mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp
http://www.mayorsforpeace.org/jp/statements/newsflash.html
https://twitter.com/Mayors4Peace
https://www.facebook.com/mayorsforpeace

